
ミシガン大学、博士研究員「年収 1000〜1200万円」、脳腫瘍・一細胞ゲノミクス研究 

 

内容： 

2023年 7月 20日より、ミシガン大学医学部では新しく研究室が設立されることに伴

い、研究室員を募集します。医学部神経外科、バイオインターフェース研究所、および

ローゲルがん研究所の兼務です。当研究室では、脳腫瘍における細胞の多様性とその相

互作用を研究プログラムの軸に、疾患原理の解明と理解に基づいた治療法探索研究を行

います。細胞は、組織内における異常を統合し、体現するセンサーと考えます。柔軟な

思考のもと、臨床サンプル、モデル動物、1細胞ゲノミクス、および機能ゲノミクスを

研究の主要なツールとして、ヒトの腫瘍にみられる多様な細胞の状態を分子レベルで解

明することを目指します。同時に、ヒトのがんにおける細胞状態や細胞間相互作用を忠

実に再現するようなモデル開発も試みます。 

 

いまだ混沌とした腫瘍生物学において、着実にデータを取得し、仮説をたて、それを検

証するという作業は極めて大変です。このような挑戦を前にしても、対象を理解したい

という好奇心と情熱をもち、スピード感をもって研究活動を行いたいと思う方であれ

ば、出身やバックグラウンドなどは問いません。研究環境も極めてダイナミックで、ア

メリカ（ミシガン大学、ハーバード大学、イェール大学、アルバート・アインシュタイ

ン医科大学など）・イスラエル（ワイスマン研究所）・イタリア（ミラン・サンラッフ

ァエーレ病院）などと共同で研究を遂行します。研究に専念できるよう、給料は NIH

基準を遙かに上回り、HHMI博士研究員と同様かそれ以上のレベル（年俸 1000〜1200

万円）となります。 

 

その他情報： 

１．www.Haralab.net 

２．https://www.dropbox.com/scl/fi/07dq5avg3fhsqc5ajlhp1/230730_Flyer_Hara-

lab.pdf?rlkey=s8t299hoqtex2pavjiunbnueq&dl=0 
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募集人数： 

1名 

 

募集期間： 

2023年 10月 31日まで 

 

応募： 

ご希望の方は CVと興味を持った理由とこれまでの研究経験をまとめた cover letterを添

付の上、下記まで emailにてご連絡ください。また、質問等がありましたら、遠慮無く

ご連絡ください。 

 

問い合わせ先： 

Toshiro Hara, Ph.D.   
haralab.umich@gmail.com   
Assistant professor 
Department of Neurosurgery, University of Michigan Medical School  
Member, the BioInnovations in Brain Cancer (BIBC) program, Biointerfaces Institute 
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